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外来患者の医薬分業に対する意識を規定する要因

島 正之 安達 元明

目的　本研究は，外来患者の医薬分業に対する意識とそれを規定する要因を明らかにすることを目的とし

た。

方法　医薬分業の実施状況が異なる3国公立病院の外来患者を対象に自記式質問紙による調査を行い，今後

の院外処方希望に関連する要因を多重ロジスティック回帰分析により評価した。

結果　薬の処方形態を患者自身の希望で選んだものの割合は病院による差がみられた。院内処方，院外処方

ともに今後も現在と同じ処方形態を希望している患者が多く，受診した診療科による差はみられなかっ

た。外来患者は今後の処方形態の選定に際して，受診に要する時間の短縮を最も重視していると考えら

れた。現在院外処方を受けている患者は，自宅の近くにある薬局を利用し，待ち時間が10分未満である

場合は今後も院外処方を希望するものが多かったが，病院の近くにある薬局を利用している場合は院外

処方を希望しなかった。院内処方を受けている患者は，薬の待ち時間が30分を超えると院外処方を希望

するものが多く，自宅の近くの薬局を利用した経験の有無も今後の希望と関連していた。これらの結果

は，自ら希望して現在の処方を選んだ患者を除いても同様であった。

結論　医薬分業によって自宅の近くの薬局で調剤を受けることができ，待ち時間の短縮がはかられれば，多

くの患者に受け入れられることが示唆された。薬局・薬剤師に対しては薬の副作用，相互作用等の説明

を希望するものが多く，薬歴管理や服薬指導についての期待も大きい。
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